














〔利用者調査：認可保育所〕 令和7年度

利用者総数
利用者家族総数（世帯）
共通評価項目による調査対象者数

共通評価項目による調査の有効回答者数

利用者家族総数に対する回答者割合（％）

利用者調査全体のコメント

利用者調査結果

は い
どちらとも
いえない いいえ

無回答
非該当

44 0 0 0

44 0 0 0

44 0 0 0

「はい」が１００％である。給食がとても楽しみのようで栄養もよく食べやすい形状で食べる練習もできている、細めに栄養士がこの形
状で進めていくと伝えてくれるし質問にも丁寧に答えてくれる、などの声がある。

3．提供される食事は、子どもの状況に配慮されているか

「はい」が１００％である。園での活動を楽しそうに話してくれ、家でも真似をしている、毎日子どものために色いろな活動を取り入れて
くれていると思っている、友だちに教えてもらった折り紙を家でもやっている、などの声がある。

1．保育所での活動は、子どもの心身の発達に役立っているか

2．保育所での活動は、子どもが興味や関心を持って行えるようになっているか

「はい」が１００％である。赤ちゃんの時から世話になっており挨拶からトレーニング、手洗いまで本当に園で育ててもらったようなも
の、園に通い始めてから明らかに言葉・歌・動きが発達している、同年代の子どもたちや先生方との関わり方を学んでいるように見え
る、先生たちの創意工夫や声掛けのおかげか入園以降、子供の成長が早くなったと感じている、などの声がある。

58

総合的な満足度は、「大変満足」８８．６％、「満足」９．１％、「無回答」２．３％で、回答者の殆どが満足している結果と
なっている。全ての職員がしっかりと同じレベルの情報を共有していて、誰に話しても安心することができる、毎日に
色々な活動を取り入れて、子どもが退屈しないように工夫していると感じる、日々の調子に合わせて甘えさせてもらった
り、成長したり、マイペースを保ちながら心身ともに発達していく様子を感じる、０歳児ながらも子どもも先生と保育園が
大好きなことが伝わってくる、子どもに寄り添って保育してもらい満足している、砂遊びやボディペインティングは、家で
はできない良い経験になる、野菜を多く使ったメニューも多く家でも食べるようになった、どの職員でも相談しやすい、園
全体でみるという雰囲気が感じられるなど、多くの満足感や安心感、感謝の声があった。一方、悩みを相談したい時も
あるが忙しそうで声をかけるタイミングが難しい、迎えの夕方は慌ただしさを感じることもある、意見箱が職員室の前に
あり入れづらい、英語の授業があるとよい、けがをした時などにノートの記載がないのは気になる、活動中の様子を動
画配信してほしい、などの声もある。

　《事業所名： アゼリヤ保育園》

実数

コメント

共通評価項目

共通評価項目による調査用紙を保育園より保護者あて調査
協力依頼文書を添えて各利用者世帯に配布した。回答は評
価機関あて直接郵送および園内に投函箱を設置することに
より回収した。

調査方法

71

58
44

75.9

調査対象

保育園を利用している５８世帯(在籍児童数７１名）の保護者
を対象に調査をおこない、４４世帯から回答があった。兄弟で
利用している場合は１回答とした。回答者は、父６、母３４、父
母一緒４である。
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